































































































































































































































人 件 費 ２,０９９,６９７ ６,５１１,００６ １２,６７６,７１１ １０,２２０,２９３ １１,５０２,０３９
燃 料 費 １１９,０１３ ８６９,０００ ２,００４,９６２ ２,１８９,５３８ ２,２９８,１６４
業 務 委 託 料 ５９６,８００ １,９２７,０００ ２,４０５,８８５ １,４８０,２９２ １,６１８,５１２
損 害 保 険 料 ２４,１４９ ３０２,９７０ ２８５,９５０ ５６４,１４０ ７９７,０５０
賃 借 料 ５５０,９８０ ２,３７４,９９５ ３,９１６,０８０ ３,７０１,８８０ ３,８０４,０３１
上記の項目以外 ３８８,２１６ ７１３,２００ ２,０８５,３４５ １,３７５,６６６ １,１１０,４９５































年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度
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順位（平成２５年度） 乗降場所 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度
１ 保健福祉会館 １２,７０９ １０,４７７ ９,８７２
２ アスピア玉城  ７,４９５  ６,６０８ ５,９８２
３ 玉城病院  ３,２４１  ３,０２３ ２,８３４
４ グッディ玉城店  １,４０２  １,５１８ １,５４８
５ 元町　JR玉城駅  １,４４４  １,１３４ １,２３９
出所：玉城町社会福祉協議会の提供資料をもとに作成
表３　曜日別平均利用者数（人）
年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度
月曜日 ３６.８２  ７９.９８  ７９.８９  ８２.３５
火曜日 ６３.８６ １１８.５５ １０９.７６ １１２.９０
水曜日 ３５.０４  ６３.０６  ６６.５０  ６３.１０
木曜日 ４１.６５  ８７.６７  ８５.６０  ８９.４５
金曜日 ６２.１４ １２４.２９ １１０.０２ １１８.６３
土曜日 ２７.８８  ４２.２８  ４３.１０  ３８.０８
日曜日 １９.９４  ３０.４９  ２９.５６  ２４.９４





















年度 平成２１年度末 平成２２年度末 平成２３年度末 平成２４年度末
登録者数 ４３９ ８６５ １,０５３ １,１５５
出所：玉城町社会福祉協議会の提供資料
表６　年齢別登録率（%）
年代 ２０歳未満 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上














便利な点 割合（%） 不便な点 割合（%）
自宅近くで乗れる ４８.２ 毎回予約 ４３.２
自由な時間に乗れる ２５.０ 特になし １５.９
目的地に近い ２１.４ バス停が少ない １１.４
環境 ３.６ 目的地が限定 ９.１
特になし １.８ バス停が分かりにくい ９.１
―――――――― ―― 予約が埋まっている ６.８




地区 田丸地区 外城田地区 有田地区 下外城田地区 町外
登録率 ４１.２ ２６.８ １４.０ １３.３ ４.９
注：平成２４年３月末
出所：玉城町社会福祉協議会の提供資料
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６．安心 ･ 元気な町づくり事業との連携
　玉城町では，総務省に採択された「ICT ふるさと元気事業」の補助金を用いて，平成２２年度
に ICTを利活用した安心 ･元気な町づくり事業を行っている。この事業は以下の３つに分ける
ことができる。
　⑴　外出支援サービス
　⑵　安全見守りサービス
　⑶　安全情報配信サービス
　⑴の外出支援サービスとは，スマートフォンの配布やタッチパネル型簡易予約端末（図５参照）
を多数設置することを通じて，デマンドバスに乗車して高齢者が外出しやすくするためのサービ
スである。図１２に元気バスの予約にも利用可能なスマートフォンの画面の写真を載せてある。次
に，⑵の安全見守りサービスとは，緊急時に誰かが駆けつけてくれるサービスと，安否確認のサー
ビスである。前者は，スマートフォンのボタンを押すことで，事前に指定しておいた者へ緊急時
ボタンが押されたことを連絡するとともに，デマンドバスのオペレータから利用者へ安否確認の
電話が掛けられ，タッチパネルが設置されている店舗から誰かが駆けつけるというサービスであ
る。後者は，事前に指定した規則に従い，利用者の安否確認をするサービスである。最後に，⑶
の安全情報配信サービスとは，防災情報や防犯情報をスマートフォンやタッチパネルへ配信する
サービスである。こうした事業のために購入した機器をデマンドバスの運行にも活用している。
７．結　　　び
　三重県玉城町では，路線バスの一部廃止を契機に福祉バスの運行を開始した。その福祉バスの
利便性を高める中でデマンドバスが導入された。玉城町のデマンドバスの特徴は，（１）自宅へ
の送迎でなく，あくまでもバス停での乗降すること，（２）利用料金が無料であること，（３）社
会福祉協議会が運行主体であること，（４）NTT東日本製の予約受付運行システムを利用してい
ないこと，（５）高齢者の安心・元気な町づくりの機器を活用していること，である。
　平成２３年１月に福祉バスからデマンドバスへ完全に切り替えられた後，デマンドバスは順調に
運行されている。平成２４年度は，１,９５３万円の経費で年始年末以外，毎日運行されている。運行
経費であるが，燃料費として約２２０万円，人件費として約１,０２２万円，ハードウェア等の賃貸料と
して約３７０万円等が支払われる。年間２,０００～２,３５０万円の経費で完全デマンド型のデマンドバス
が運行されることは，今後，デマンドバスの導入を構想する自治体にとって良い参考例となるで
あろう。
　玉城町では，社会福祉協議会が運行主体であることを生かし，元気バスを通院や買い物だけで
なく，社会福祉協議会が開催する介護予防事業へ参加する手段としても活用した。このことによっ
て後期高齢者の医療費の増加を抑制できるならば，利用料金を無料にしても導入した価値は十分
－81－
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にあったと考えられる。
　デマンドバスの運行方法は幾つかある。導入を検討している自治体は，自らの置かれた状況に
もっとも適切な方法で導入することが望まれる。この点で玉城町のデマンドバスはとても参考に
なると考えられる。
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